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この旅行記は、ワンゲルのOB会報用に手がけましたものの、あまりに長くなりすぎま

した。そこで「限定版」として20部をカラーコピー付きで制作。気にかけていただきまし

た方々に、先に帰国報告で送らせていただきました。

それが「少なからぬ」反響を頂き、また私自身、ガイ ド本には書いてない事をお伝えし

たい願望も根強くありました。そのうえに、この頃は老人力も強まりまして、「ガマン、

ヒカエメ」を美徳と思わず、「ワガママ」こそやっておくべきの信条に至っております。

(「昔からワガママ」の声も・・・。こうやって、老人は頑迷になる 。・・
)

よって全編大公開。編集長の独断と偏見を究める事にしました。「限定版」に胸キュン

をされた方・・オンナゴコロとはその程度のものです。

<は じめに>
ネパールはインドの北、緯度では奄美大島と同じくらい。北海道の 2倍の面積をもつ国

です。エヴェレス ト登山で知られる国ですが、入山隊数は制限されており、今は、 トレッ

キングが目的の外国人旅行者が急増 しています。 「厳冬期ヒマラヤ !」 と吃驚されました

が、 10月 から3月 が乾期で トレッキングシーズン。また、高山病さえ克服できれは、5545

mの カラパタールもトレッキングの延長のままに踏む事ができます。

今回の私の旅をKUW∨ ・OBの皆様に分かりやすく例えれば、芝原から、中河内、下

小屋を経て、赤摩木古・大門へ・・・が似たイメージになります。それらを2000m程高く

し、まわりに6000m級の山を配置すれば、あたらずといえども遠からず。高山病の予防上

「ゆっくり」の人の方が賢いとされ、それもOBに はお薦めです。

まず深井君から、カタログを取り寄せて下さい。すると、チャンスはなぜか転がってく

るものです。「 l wishJが 全ての夢の始まりです。
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ネパール開国

クンプに最初の登山隊入域

チ ョモランマ (エ ヴェレス ト)初登頂

エ ドモンド・ヒラリー、テンジン・ノ

ルゲイ初登頂者となる

ルクラに滑走路完成

サガルマータ (エ ヴェレス トのネパー

ル名)国立公園設立

登山・トレッキング

外国人入目致   目的旅行者数 登山麟数

1962    6、 179

1975   92、 400  12、 587

1985  180、 989  28、 707  91

1990  254、 885  39、 999

1995  363、 395  84、 524  91

登山隊 クンブヘの

隊員数  入域者数

4、 254

824 6、 906
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長いのが苦手な人用に s ummaryを つけておきます。

尾易 平成42年 (2000年)3月28日  (火曜日)」L 國 辛斤
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*ヒ マラヤ !

Y2Kが さらに騒がしくなってきた頃、丁度

西暦2000年 は銀婚式の年にもあたる事を私はこ

じつけだしていた。いかにフランチヤイズの自

営塾とはいえ、「休まない」は信用の第一歩。

この 18年、振替日なしの休室は、三男坊の出

産の一日のみだ。

その信条が大揺れしたのが昨年。実家の兄嫁

が 2年 3ケ月の闘病の末、50才で亡くなつた。

悠悠自適のはずだつた実家の母が、闘病中から

主婦に返り咲く事になった。

これまでも、私は少なからぬ悲報に接し涙 し

てきたが、やはりそれは葬儀のその場や、思い

出す時だけの悲嘆だつた。周囲の日常の歯車が

どう狂うものなのかは、初めての身につまされ

る直視といえた。

「必要な人」に戻つた母はそれなりに生き甲

斐を得てもいるようだ。が、その娘は、わが子

を育てあげて責任を果たした後に、必ずしも思

いのままになる第二の人生が待つている訳では

ない事を思い知った。「親の責任」・・・ リス

トラの時代に、それだけはと耐えている人は多

かろう。それを果たせなかつた兄嫁は無念だつ

たろうし、それを分かち合う伴侶を失つた兄も

哀れだ。

ところが、そんな身近な悲劇が、心して「親

の責任」を全うしなければ、「より無難に、よ

り手堅 <」 の教訓へと私の場合は結びつかなか

った。いつどんなご縁で歯車が狂うかしれない

。「周りの状況が全て整ってから」まで、待つ

てはいられないし、そもそもそんな事などあり

えないのだ。チャンスは自分が作らなければ、

とびつかなければ・・・。

そんなあたりが、「生き方」の別れ目になっ

ていくのだろう。山渓の海外ツアーのページに

日のとまる自分がいた。2000年 だもの、銀婚式

だもの 。。「親の責任」「仕事の責任」を、そ

うこじつけて外そうとしている自分がいた。29

期深井君からのツァーカタログも、ようやく本

気で目を通してみた。値段、日数、いつ頃 ?そ

の頃にはヒマラヤに傾きつつあつた。思い切っ

てなら、不便そうな所が先だ。へえ、秋がベス

トなんだ。そういえば上馬夫妻も秋だつた。

そんな「夢」に色をつけだしていた頃に、思

いがけず、高校同窓のM氏 (北大山スキー部0
B。 設計士)か ら、クンプ協会の公開セミナー

ヘのお誘いが来た。一度も同級になったことの

ない彼とは、同窓会で顔を合わせるようになっ

てから同じ系統のサークルであった事がわかり
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。自然・文化Jのテーマが個人的にもタイム

リーで、三男坊も連れて参加する事にした。

10月 23日 、国際交流センター。「カンチェン

ジュンガ縦走Jの記録映画に続き、「ヒマラヤ

の民・ シェルバ族」の講師は、当時 (1984)の

登山隊隊長・鹿野勝彦氏。金大文学部文化人類

学教授で、たった二人が部員の山岳部の顧間で

もある。金沢の山岳界はもったいない事をして

いるが、私も、その日まで、ああ例の田村さん

と親交のあった、環境問題に首つっこんでいる

あの鹿野さんの旦那さん 。。とまでしか知らな

かった。

意外な経歴にびっくりの講演の後、「シェル

パのふるさとに博物館を建てよう」が趣旨のク

ンプ協会の説明があり、春には、現地紹介を意

図した交流ツアーを出すという。

エーッ !色をつけても、「まあ夢だよねJの
筈だった。その夢がコロンと前に転がり出てき

たのだ。しかも「博物館を建てよう」や「シェ

ルバとの交流」なら、生徒や親への「言い訳」

もできるではないか !そ うだよ、これがチャン

スってやつさ !

日も決まっていないのに「行 <!」 と即答し

た。「決断が速い」と、M氏 に感心された。と

いうか、呆れ られたが・ 。こうして、ヒマラヤ

ヘの旅が実現する事になったのだ。

*2月 23日 (水 )

ロイヤルネパールは陸路を飛ぶ。上海の水郷

地帯を抜けてからは、鰯の背を並べたような雲

がひたすら続く。その上にいるのが今も夢みた

いだ。

「ヒマラヤを見てこようよ」旦那の方は「そ

んな不潔な所 !」 と、案の定のパスとなる。最

後まで「親の責任」がひつかかった私には、願

ってもない展開になった。「銀婚式」の言い訳

なんかは、とっ<にら、っとんでいる。言い訳な

んかどうでもいいのだ。この際、「ワガママ」

に1散 しよう。

「行く準備」より「留守にする準備」に追わ

れた 4ケ月。広げたてては途方に暮れた48年分

の身辺整理は、財務 。税務以外は、こだわりの

次元の事と、吹っ切れてからはかどるようにな

る。妻・母・嫁・塾長・地域住人・ OB会事務

局長他の役割の手配にもへとへとになる。が、

この煩わしさこそが48年生きてきた証でもあっ

た。手配の―段落がついた時には、それらが待

っていてくれるのは有り難い事と思えるように

なった。ただ、ごまかしのきく妻・母他に比べ

、競争のただ中の塾業の方は、やは りきついも

のがあった。それは改めて 「なぜ働 <のか」の

問いと答えも与えた。 「行 く !」 と決めただけ

で生 じて くる諸々、発想の転換が、新鮮で もあ

った。

おたおた忙 しが っているうちに、ミレニアム

の年を迎えた。年度末 も重な り、東の退会届を

手に しなが らも、私は 「自分の為だけに時間を

使 う贅沢 さ」 に酔 った。そ して、とうとう機上

の人 にな ったのだ。

「あれがエ ヴェレス トですよ」

前席の NGOの お じさんが教えて くれる。名残

の夕映えに浮かぶ紺色の三角形。見たよ― !も

っと近 くで見るんだよ !高度が下がる。まば ら

に電灯のともる街が流れていく。

カ トマンズ に降 り立つ。薄暗い空港だ。荷物

に飛び付 いて くる子供達。迎えのエ ージェン ト

の実子かと思 った ら、赤の他人で、お金をせび

られたの には参 った。歓迎のカタ (シルクの薄

布)を かけて もらう。子供達は車の窓まで開け

て「ヒヤクエ ン、 ヒャクエ ン」 と手を伸ばす。

25年前の新婚旅行でのバ ンコックの子供達を思

い出す。子供相手の仕事を していなが ら、こん

な子達がいる事をす っか り忘れていた。

諦めた子供達が他の車 に群が っていく。エ ヴ

ェレス ト lの 興奮が ドーンと落ちた。さっきま

で感 じていた華せな贅沢にも、 ビリピリとひび

が入 った。

市街 と思えぬ くらい車は揺れて、ホテル に到

着。郵便事情が とにか く悪いと聞いていたので

、行きもしないうちか ら、少 しで も早く確実 に

着 くようにとポス トカー ドを したためる。 とも

か く教室の子供達への サービスに送 らなければ

・・ c何の事はない、ネバールの初夜 も、学研

漬けで暮れた。

ここで、今回のメンバーを紹介 しよう。金沢

勢が 6名 。東京か ら 1名 。合流の H君は G氏の

甥で、卒業旅行。 6名の方は、クンプ協会代表

の G氏、市役所を退職 して数年の K氏、学研仲

間の Yさ ん、∪さん、 Yさ んの友人の○さん、

私の、男 2、 女 4。 女同志は山仲間で もある。

Yさ んはツアーーの話が もちあがった 3ケ 月前

に、 Uさ んはその さらに 1年前 に検査入院か ら

の急死で ご主人を亡 くしていた。仕事をや って

きた強み、成入 した子供達の存在で、共 に立ち

直 りは早かったが、立ち直れない部分も当然あ

った。

「別の道を行けば、別の風が吹いている し、

別の花 も咲いているよ。行 ってみよう。Jい ろ

んな人種が、宗教が、共存 して穏やかに暮 して

いる国。神々の山の麓で、貧 しくて も感謝の う
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【ナムチェ東の展望台にて 中央左奥にのぞくエヴェレス トと前衛の峰々

左よりTAWECHE・ 6501 EVEREST,8848 NUPISE・ 7855(背 後にLHOTSE・ 8516)AMA DABLAM・ 6812

タウツェ

アンヌル  Yさ

ちに暮らしている人達。

した。

ヌブツェ

ん 筆者 ○さん ハ
:

癒しがあるような気が

まず、説明会に誘った。彼女達の方が海外旅

行体験は豊富だが、この異色の旅には心惹かれ

たようだ。冬が乾期で トレッキングシーズンに

なる事や、ポーターが荷を運んでくれる事がわ

かると、これまた「行く !」 の即決。またも、

M氏 を感心させる事になった。彼女達も、身辺

整理に、 トレーニングにと励んだ。

そしてG氏。彼については、 トレッキングを

通 じてようやくあれこれがわかった。そもそも

海を越えて博物館を建てようなんて、話が壮大

すぎて、自分の常識中に収まらない。M氏への

信用だけで「行く !」 と返事をしたものの、そ

の後は彼に、「もしかして宗教団体か ?」 や「

政治的裏があるのか ?」 や「どこまでマジな話

なの ?」 と問い合わせるはめになった。そして

顎髭のG氏が私と同年で、会も同人誌のレベル

の規模とつながりである事。ネパールの国であ

れば、そんな規模の団体であっても、経済格差

で建物が建ち、そんなペースでしか進行 してい

かない事もわかってきた。

彼は早大卒後、各国へ放浪の旅をしたらしい

が、シェルバのあ、るさとが一番彼のフィーリン

グに合い、 しかも次々と人脈もつながりだして

いつたらしい。そして競馬新聞の編集という仕

事は、丁度シーズンオフがヒマラヤの乾期にあ

たり、クンプヘの、定期・長期訪間が可能であ

る。それ らから、彼はクンブとの懸け橋を、宿

命のごとく受けとめているらしい。「クンプ協

会」は、彼の「ピュアな心から生まれた夢」の

ようだった。「あれだワ、 ・・・、あれだヮ」

ローツェ アマ・ダブラム

クパ K tt Uさ ん アンツェリン】

の口癖が気にならなくなった頃には、「何が出

来るかわからないけれど、応援 してあげようよ

」になったから、やはり彼には、教祖の素質が

あるようだ。

そんな彼を「かわり者のおじさん」と笑って

いるH君だって、卒業旅行先に、欧米ではなく

ヒマラヤを選んだ。「結婚 しない変な兄弟ばっ

かり」と嘆く、母親方の親戚の方が彼には性に

合うそうだ。能登中島は長 じた今も、一人でも

訪れる心和む場所だという。

そして、奥さんに「ヤマンバを襲っても、襲

われるな」と意味深に諭されてきたというK氏

は (ヤ マンバって私達のこと?)、 駒草会所属

で、お洒落なこだわりのある紳士だった。駒草

会とは、金沢でまともに文献を調べての山をや

つてる人ならわかる、老舗の山の会だ。今では

偶数月の飲み会のみが活動とのこと。

ツアー説明の時には多数が来ていたが、結局

12日 の休みをとれたのは上記のメンバーだっ

た。

*2月 24日 (木 )

今回、協会はクンデ村にメイルを設置してく

る事を目的としていた。よってG氏がプロバイ

ダとの契約他諸々の手続きを力 トマンズで行う

今日が、私達の市内観光日となる。

カ トマンズ盆地のしっとりした朝。向かいの

屋上で、朝日に祈る少年の姿が印象的だ。玄関

ではキヤリアウーマンらしきインド系美人を捕
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【スヮヤンプナートのス トゥーハ】

「わ一、牛 !」 「うわ一朝市だよ !」 とぃぅ

間もなく、朝の喧騒に巻き込まれる。信号がな

いどころか、車など意に介さず、往来する人々

。「きゃ一、どいて」と、思わず足を踏んばっ

ていた面々も、無駄な抵抗を止めてしまう。小

型三輪が、満パイの人を乗せ、カラフルなサ リ

ー姿が両側を行き交う。果物、生肉、衣類・・

狭い店先に、わずかても売り物があれば並べて

ある感じ。貧しく、それていて不思議なエネル

ギーが溢れている。

その日は、スワヤンプナート (ラ マ教寺院 )

、国立博物館、ダルバール・スクエア (旧王宮

)、 ボウダナー ト (ラ マ教寺院)、 パシュパテ

ィナー ト (ヒ ンズー教寺院)を 回る。

気後れしてつい財布を開けてしまった物売り

を、どうにか振りきれるようになり、かえつて

掛け合いを楽しめるようになった頃には、旅の

楽しさが戻つてきた。最初にどっと来た違和感

から、少しずつ同じ人間の共通項が見つかりだ

す。それは「見たい」「知 りたい」の貪欲さも

、困惑の中から蘇らせた。

何より、日本の添乗員みたいな横柄なのにゾ

ロゾロくっつかされて型にはまった見物をする

のではなく、好きな所で止まり、言いたい事を

言い、触 りたい物に触る事ができた。それは、

青年ガイ ド達が、着かず離れずで見守つていて

くれたお蔭だ。彼らは日本語が「通 じる」のレ

ベルどころか、ベラベラだつた。物売りには閉

日したものの、このカ トマンズには不思議な大

らかさがあって、迷子や財布の管理以上の緊張

を与えなかった。

汗ばむ陽気の向こうにも、はためくタルタア

のかなたにも、自銀の峰々が輝いていた。

*2月 25日 (金 )

荷物は、ホテルに預けていく分と、ポーター

に預ける分と、自前用に分ける。このポーター

に担いてもらえるというのが魅力的で、ちらと

日本で登れなくなっても、こっちへ来れば可能

かも・・・ なんて思つたりした。が、そう甘い

訳でな <、 高度障害が出るので、ポーターに担

いでもらえるから、私達でも行けるという事で

ある。

カ トマンズの国内便は、さらに貧弱な施設か

ら出る。ここで同行者が増える。きびきび指示

を与えているのは、今回の トレッキング会社の

アンテンバ社長だが、その父と、彼の義弟にあ

たるアンヌル (私達のガイ ド28才 )の 3才にな

る息子カーディン君。老齢の父はカ トマンズヘ

避寒に来ており、カーディンは脚気の治療に滞

在していて、同行してクンデ村へ帰るのだ。奥

地のクンプと都会のカ トマンズはそんな住み分

けもされている。

ちなみに社長は、元教師から建設会社をおこ

し、 トレッキング会社も兼業の、クンデ村の成

功者である。その建設会社は、富山県芦琲寺の

丸新志鷹の支店であり、彼は技術協力の枠をも

らって 7年前から、クンプの若者達 8名を毎年

1年間の研修に送り出している。 1年間の間に

彼らは、ひらがな、カタカナの読み書きまでで

きるようになるという。私達の青年ガイ ドのア

ンヌル、アンツェリンが日本語ベラベラなのは

そんなつなが りからだった。

お隣富山のあの立山の麓 !おばさん達はすつ

かり嬉 しくなり、「どこ行つた ?」 「何がおい

しかった ?」 「いじ悪されたことなかった ?」

と、たちまち質問責めにする。彼らも打ち解け

た顔になって、楽しかつた日本での思い出をあ

れこれと語つた。

彼らが手にする研修手当は月に 5万円。年に

60万 円のその額で、帰国すれば家が建つそうだ

。だから社長の所へは推薦された <ての「ビー

ル」が絶えないらしい。もちろん彼は国の代表

として厳重な人選を行なっている。「クンプの

エリー ト」ともいえる彼らが、どれだけ優秀な
′
  人材であるかは、12日 間の同行で私達にはよく

わかった。にもかかわらず、 7割が失業、カー

ー28-          ´
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【カ トマンズ空港を飛び立つとまず

眼に入るのがランタン・ジュガール

山群。左奥がシシヤバンマ (8013)

中央が ドルジェ・ラクパ (6966)

右ヘレンポ・ガン (6979)ブ ルビ・

チャチュ (6722)無名峰も多い。】

ス トの残る国では、シェルバの彼らは、たまに

のガイ ド役を待つか、出稼ぎかの生き方しかで

きないのだつた。異国の旅人の感傷ぐらいでは

どうにもならない。

そこらの事情のよくよく分かつているG氏は '

言つた。「こんなふうに トレッキングに出掛け

て来る事。これが結局の所、一番彼らを援助す

る事になるんですよ」

ともあれ、17人乗 りのグルカエアラインは、

人機一体の迫力で青空へ浮上 した。盆地を抜け

ると、「耕 して天に至る」どおりの段々畑。菜

の花も茶畑も・・・。そして絶旬するのみの自

銀の峰々。写るものやら分かりもしないシャッ

ターを切る。

惚れ惚れのうちに、ガガガ・・と未舗装の滑

走路を、登るようにしてルクラヘ降り立つ。ガ

イ ド本どおりに機体の上にはクワンデ (6187m

)が贅える。慌ただしい積み替えの後、今度は

駈け下りるが如き助走でグルカは飛び立つてい

った。それは突然、昔スタンツで見た風呂敷ス

ーパーマンを思い出させた。あの頃から30年。

ここにいるのが信 じられない。クラッとする程

の幸せ・・・。

ポーターヘの荷分けの間、初めてのミルクテ

ィーを飲む。早くもワッベン買いを始めるYさ

を笑いながら、石畳の道、悠然の鶏、額に荷担

ぎ組のポーターも、全てが珍 しい。街並を抜け

ると、チ ョルテンがあつた。再びここへ戻る日

まで・・・「オムマニペメフム」と唱えてマニ

車を回す。

最初の 1ビ ッチ分もフィルムがもたなかつた

。道行くゾツキヨ (牛 )、 はためくタルタア、

マニ石、メンダン (マ ニ石の行列)。 ・・珍し

いやら嬉しいやら。

最初は下つて行くから、クワンデはますます

高く前方に費える。ナムチェは、あの山を右に

回り込んだ所。そこからクワンデは台形に見え

、今見える三角は、その台形の左端にあたるの

だと教わる。

ルクラから高校生のガイ ド、ハクパ君が増え

た。彼もこの 1月 に日本から帰つてきたばかり

で、嬉 しそうに日本語を使つている。替りばん

こで負われているカーディン君もようやく私達

に慣れて笑顔を見せるようになった。 Yさ んは

【クワンデを見ながら、山腹を下り、川沿い

の旧道に合流する。牛馬も通る幅広の小径】

-29-
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同じ3才の孫がいるので、彼にかかりを言いつ

ばなしだ。カーディンの母親は 2週間前、先に

クンデの隣村クムジュンに帰つたとの事だ。 3

月に二番目の結婚セレモニーを行い、それてよ

うやくアンヌルー家は一緒に暮らす事になるの

だという。つまリシェルバは足入れ婚なのであ

る。

エヴェレス ト街道沿いの点在する集落には、

すべてロッジがあり、また、バッティという茶

店も並んでいる。そこの石垣は背中の荷を預け

られる高さの段になっており、 トイレも完備だ

。「トイレが近いんだけど」のUさ んも一安心

。ただし、板に穴があいただけの代物で、これ

が二つあいている物は「連れション」が風習な

のかとちょっと悩む。ともあれ済ませたら、傍

らの枯れ松葉をかぶせてくるのがエチケットで

、この簡単な トイレを移動しては、畠に有機物

を続き込むのが、クンブ流農法のようだつた。

薪の煙の匂いといい、それは幼い頃の日本の

風景だつた。哀れでもなんでもない。つい40年

前までは、こんな風景が、こんな時間が、日本

にも流れていた。

ただし、この感傷を交えた懐かしさは、心に

余裕のある間だけで、実は不快・不満は鬱積 し

ていったのだった。高山病の予防の為にと、湯

茶をせっせと飲む。必然「夜中に懐電を手に外

へ出て、離れた木戸をギーコと開けて」は、寝

る前からため息の出る「お仕事」だつた。

「早くできるから」でラーメン (ラ ラ)が昼

食になった。即席ラーメンに人参、青菜入り。

それに、スプーン、フォークが添えられている

。この昼食地点ガットからは谷上にクスムカン

グール (6369m)の 雪峰が拝める。カメラなら

ずとも焦点の合わない気がする仰角だ。アンヌ

ルがフーフー冷ましてやりながら、息子にララ

を食べさせている。お客の前だからという事で

なく、穏やかな愛情を注いている若い父親。お

ばさん達が「シェルパの夫、いや婿さんもいい

なあ」と、ほほぇましく眺めていると、カーデ

ィン君も満足一杯の笑みを返した。

クスムカンはすぐ雲に隠れた。乾期のヒマラ

ヤだつて、午後は曇るものなのだ。谷間はわけ

ても陰気になる。表象物にもいちいち感激しな

くなる。そんなら、うに、路傍の巨石を埋め尽く

す経文の浮き彫りにも、葬式仏教程度の信仰の

私達には、珍 しいの次には「飽きる」がきてし

まう。ちなみに、同行の老人は、数珠を片手に

「オムマニ・・・」「オムマニ・・」をずっと

唱えっばなしだ。う一ん、真似できない。

先頭のアンツェリンは、さすがにお経ではな

く、お気に入りのインドポピュラーの口笛だ。

休憩中には、ポータブルデッキのイヤホンを耳

【経文の彫られたマニ石、チ ョルテン

(仏塔)と 、ラマ教の表象物が並ぶ道】

にしている姿もあった。表象物の左を通るとい

うルールを、厳守していた訳でもない。シェル

バも「今の若いモンは・・・」というのだろう

か。じいちゃんは、私達がミルクティーを飲む

時には薄いどぶろくを口にしていた。彼が、ず

つと音に亡くなった田舎の伯父さんによく似て

いたので、わからないと思いつつもにこにこと

声をかけてみた。当然わからない早日が返って

きた。そんな老人達と、英語も日本語もあやつ

れる若者達・・どんなギャップが出て <る のだ

ろう。

出国前に多忙だったG氏 と、避寒中に足がな

まったという老人が遅れ気味で、予定より手前

のチュモアが宿となる。腰掛けのベンチにはチ

ベット絨毯。壁には、ダライ・ ラマの写真と、

タンカ (曼陀羅)の写しというのが、この手の

ロッジの一般的ダイニングルームのスタイルだ

。ナムチェには、西のターメからの水力発電の

電気が来ているが、間のとり残された寒村は、

ランプのままで客を待っている。

お楽しみのメニューはとなると、人力や牛で

運んでこれて貯蔵のきく物、米・粉・野牛の肉
・卵、わずかの現地調達の野菜からのバ リエー

ションとなる。本日は野菜チャーハンと、発音

すると部猥語になる為モモというらしい餃子を

注文。カマ ドーつでとなると、できるまでも長

期戦だ。ガイ ド達もキッチンでおしゃべりをし

ながら、料理を手伝っている。
-30-



9才 という男の子が畠から取つてきた青菜を

そろえていた。ちなみにここらの石垣は境界と

いうより、畠を牛から守る為のものだ。そこへ

やおら牛が帰って来る。日中は出掛けてそこら

の革を食み、夕刻にはちゃスノと我が宿へ戻って

きて「モー」 (帰 ったよ !)を やる。そういえ

ば、私達は、シェルバ語も日本語も英語もあや

つるアンヌル達にも感心したが、烏がカーと鳴

くのにも感心したのだ。「猫がやっぱりニャー

だった」といちいち感心しているおばさんなん

て・・・。でもそんな些細な事が異国の旅の醍

醐味でもある。

G氏はこの宿の隣の子に毎年通う度、奨学金

を渡 しているとの事だ。本人が優秀なだけでな

く、母親がとても律儀な人なのだそうだ。ある

時、是非にと請われて心ばかりの夕食を御馳走

になったが、ヌードルも、薪も隣から借りてい

るのを見てしまい、それからは通過がてらに手

渡すに撤 しているという。この美談に「うちの

子も」が出てくるのは当然の事で、「年―万円

なら」と身を乗 り出した私達も、周辺の小波を

思って心ひるんだ。貧しい国への半端な善意は

、より多くの人に不満と失意を与えるであろう

。旅人は旅人に徹する 。・ 。それが分相応のマ

ナーである。

夜中、アーアの「お仕事」に起きた。真つ暗

というのに人や牛の気配。あすのナムチェのバ

ザールをめざす人達が、こんな時間にも歩いて

いるのだった。

*2月 26日 (土 )

寒いと思えば雪が舞っている。向かいの小屋

横に出ていた水が出ていない。お湯をもらって

洗顔。薪も水も貴重品だが、だからといって、

どこまで遠慮 して、どこまで要求すべきものか

、よくわからない。これからまだ奥地へ行くん

だから、「もらえるうちはもらっておこうよ」

で、身仕度を整える。

すく
゛
に、宿泊予定地だったモンジョを通る。

大きな集落だけあって、もの綺麗なロッジも多

い。集落の外れにはサガルマータ国立公園の出

先事務所があり、ここで入園料 650ル ピーを払

う。柵にはクンデホスピタルの「高山病を禦ぐ

為にゆっくり行きましょう」の注意書きが掲げ

られている。

谷間の視界は限られる上に、空は灰色の雲。

アップダウンを繰 り返し、忍忍のうちに河原を

歩くようになる。ようやくナムチェヘの長い吊

橋が見えて来た。

バザール帰 りなのだろう、カウベルを鳴らし

ながらの一隊が下りて来る。ジャガイモ袋は重

そうだ。牛は「厭」とは言わないのかなあ、こ

んな段差のある道でも後ろ脚を見なくて大丈夫

【貴重品の板もこのように運ぶ。左下が H君】

なのかな。柵の中や、檻の中ではなく、大型の

生きものが共存しているのがちょっとしたカル

チャーショックだ。それだけでも、「人間だけ

が生きもの」という傲慢さや、「死にたくない

Jの悪あがきが薄れるような気がする。

賑やかに子供達も下りて来た。ナイキやアデ

ィダスマークの衣類にびっくり したが、チベ

ットから、この手の偽プランド衣類が入り込ん

でくるらしい。「ナマステ !」 に「こんにちは

!」 で返してくる子供達。うぬ、見抜かれたか

。世界中の トレッカーを見る彼らの方が、辺境

にあっても世界慣れしているのかもしれない。

高いといっても、鉄ワイヤー製なら恐い橋と

いう訳ではない。こんな所にも糞がしてあった

から、やはり牛は畜生のレベルなのだ。この橋

の欄干にもタルタアがはためいている。

渡れば、いよいよ標高差 590mの 急登が始ま

る。国内のあの山程度と想像するが、体はずん

と重かった。やはり酸素が薄くなってきている

のだ。北アなら2400mあた りが森林限界。樹林

帯になっている為にビンとこないが、実際には

3000mの標高でジグザグに高度を上げていって

いるのだ。

尾根に出た所は トップダラといい、バッティ

の跡の石垣が並んでいる。 K氏ならずとも、白

山の高飯場を連想させた。いろんな国の人達が

休んでいる。初めての海外旅行がヒマラヤ行き

となったOさ んは、「他へ行かんでもいいくら

い、世界中の人を見たわJと 喜んでいた。ニュ

ージーランド人に「寒いですねえ」 (英語で )

と言つたら、「昨日までの一週間はずつと晴れ

てたんだよ。明日から晴れるといいねえ」と日

焼け顔で微笑まれた。途中、クンデの村長さん

とすれ違う。風格あるご婦人だ。男が出稼ぎを

するシェルパの村では、家を守る女が役に就 <

らしい。顔がわかつて、彼女と近況を交わすG

-31- 氏もなかなか格好いい。
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どうにか前方に、白壁の家並が見えてくる。

バザールの名残を見たいと、わずかに歩みが早

まる。台地では、まだ数人が品物を広げていた

。奥地の山上にこれだけの家屋 (100軒 あまり)

がひしめいているのは意外だが、ベス トシーズ

ンの11月 には、これらのロッジも満杯になり、

テントを張るスペースまでなくなるという。土

産物店の間を抜け、お宿のロッジに入る。やっ

と昼食にありつく。

ここの若い主人のアンツェリンも、日本へ研

修に来ていた事があり、アンヌルの親友だ。ち

なみに、シェルパの名前は生まれた曜日で決ま

り、何人も同姓同名がいる。旅の間でさえ、私

達は 4人のアンツェリンに会つた。「アンヌル

の一番上の姉さんは・・」 「二番目の姉さんの

再婚相手の・・・」といった話に同姓同名がか

らんで来るために、情報が混乱 してしまう。私

達は「大学生のアンツェリン (私達のガイ ド)

」「ロッジの・・」「エヴェレス トの・・・」

と識別する事にした。昼食の間に、カーディン

はクムジュンからの迎えに背負われていった。

彼ら若いシェルバ達に、ノー トパソコンの使

用法を伝授 tノ ているG氏を残して、私達は買物

に出掛ける。まずは、近辺では唯―のベーカリ

ーに赴き、あれこれを注文し、食べてみる。胡

桃入りや、ネパールの小粒の林檎ペース ト入り

がなかなかおいしい。その後はたっぶり時間を

かけて値切 りの3限つぶし
=

その間も雪は本格化し、白に埋まり始める。

わざわざ運び賃のかさんだ物を買う気のない私

は、熱がこもらないから、次第に歯の根が合わ

なくなりだす。同じく震えているOさ んと宿に

先行。雪はますます激しくなって、見下ろす屋

根屋根も真っ白になってしまった。乾期じゃな

いのけ ? !

夕食はネパール定番のダルバー ド (豆 スープ

付きご飯 )。 食べられるうちは何か安心。皆用

心して、整腸剤や何やとお腹にまつわる薬を持

参してきていた。 K氏に至っては、駒草会に医

師もいる為、 2週間前から利尿剤を飲み始めて

おり、特別調合の散薬から、なかなかの健康キ

ットを用意してきていた。

お腹にも、腰にも木ッカイロを貼って、羽毛

シュラフに潜 り込む。ザックやシュラフは 3人
のポーターが運んでいる。シュラフはロッジに

完備でよさそうに思うが、そうでないのは、ポ

ーターの仕事確保の為なのか ?

ここの トイレはキッチンの ドアを開けてすく
゛

にあった。そして「トイレにも電気がついてる

よ !」 だった。

*2月 27日 (日 )

白い屋根屋根の上にタムセルク (6623m)が

隻えている。晴れている。コンタク トレンズの

容器の中も凍つていた。なんか頭が痛い。高度

かなあ、昨日ゾクゾクしたせぃかな ?Uさ ん、

Oさ んも頭痛がしたそうだが、もう朝の散歩に

【クワンデとナムチェ。絵はがき定番のアングル】
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回ってきた という。立山で も苦 しかつた事があ

ると心配 していた∪さんだが、大丈夫のようだ

。昨夜はクンデの村で泊まってたアンツェリン

が もう戻 つてきて 「40分で下 りてきた」 という

。それな ら今 日は楽勝だ と、晴天もあって、皆

ニ コニ コ。

ダイニングが 2階で、外は屋根雪が落ちてく

るからと、これまで目立たない所で荷造りをや

っていたポーター君達が、今朝は目前で仕事を

している。頬にも日付きにも幼さの残るガルツ

ェ、ニーマ、ウメスタムの二人は、ネパール語

を話せるのみで、サーダーのアンヌルからの指

示を受けているくこのナムチェでも荷物のの出

入りがあつたようで、棒秤で量り直 している。

復路には、食べた食料分くらいは減つたかと、

やわなヒューマニス トは安堵したが、彼らは、

しっかリジャガイモ袋を増やしていた。往来の

機会にちょつとでも多く運ぶのが、彼らポータ

ーの効率なのだ。学力と技術があればガイ ド、

そうでなければ体力のみを売るポーター。もし

くは、少数のガイ ドにあぶれれば、やはリポー

ター。そんな口があるだけ増しといつた所か。

道中を往来するシェルバは、彼らの知人ばかり

だ。ちょっとけたたましい発音の会話の内容

は知る由もないが、いかにも「仕事があつてよ

かったな」風の笑みであり、彼らもグッと荷担

ぎ紐に力を入れていた気がする。

おそらく体を消耗するシェルバは短命だろう

。民族的に頑丈かといえば、例のエ リート8名

のうち 1名位は、恵まれた日本でも体を壊して

途中帰国とな るらしい。つま りは体力のある者

が生き られ、体力がな くなればOを 開 じるのが

シェルバ達だ。それが哀れな事なのかは何 とも

いえない。

高地山羊の如き彼 らに、私達のような物見遊

山が金銭以外の何を残 して しまうのか 。・・ ヒ

マラヤ・ シェルバ・ ミュージアムは、一つの提

言ではあるのだけれ ど。

紺碧の空に、自銀のクワンデが映える。新雪

で、まばゆい白さだ。ナムチ ェ・ ゴンバ (僧 院

)外壁の銅製のマニ車をカラカラ回 してみる。

山上 にも岩か ら岩へロープが渡 され、タルタア

がはためいている。経文を版木で刷 った安 っぽ

い布だが、 ヒマラヤの空に、風 に、ジャス トマ

ッチた。馬蹄形に広がるナムチ ェと自銀のクワ

ンデがまさに「写真」 にな り、 くたびれ損かと

思われたカメラを駆使 しまくる。おかげでえ ら

く呼吸を乱 して しまった。ナムチ ェが3446m。

今 日宿泊のクンデ村は3790m。 富士山よ り高い

。が、民家があれば、それは実感を伴 う数字で

はない。

集落東の丘へ向か う。たかがエヴェレス ト、

され どエ ヴェレス ト。 ここまで来て見れなか っ

たではすまされない。だか ら、ヌプツェの肩越

しにその三角形を認めた時には、おばさん達の

歓喜は頂点 に達 した。 「ウソー !、 ウワー !J

しかいえない貧困なボキャプラ リーが悲 しい。

誰が 4ケ月前まで、エヴェレス トを見る日が

来るなんて想像 していただろう。キャーキャー

一
‐――１１１
　

一一一
¨

【クワンデ と博物館前のチ ョルテ ン。
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騒ぐ私達をアンヌル達が嬉しそうに見ていた。

「ネパールには山しかないから」の口調が、自

嘲ではなく、お国自慢の響きを持っていたのを

聞きのがしてはいない。

この丘の次には、博物館を訪ねたのだが、そ

こには、歴代のエヴェレス ト登頂シェルバの写

真が飾られていた。彼らにはよく知っている近

所のヒーロー、ヒロイン連だ。だから、「この

人は10回 も登った」ような超有名人は当然とし

て、裏話から血縁関係から、その後の話から、

面白かった。今では最高峰に登頂したく
゛
らいで

は有名にならない。無酸素は序の回、24時間で

や、16時 間でと宣言したり、シェルバの民族服

のままで登ったり、王様の服で登ったり・・・

何かとパフォーマンスがいるらしい。その右に

は外国人登頂者のコーナーがあり、田部井淳子

、植村直巳の写真も貼られていた。

「たくさんの人登りに来てるけど、みんなシ

ェルパのやった仕事。シェルバが道作って、口

―プ張って案内する。これ、シェルバだけで登

つた時。シェルバはお金がない。だけど、シェ

ルパの力報せたくて、登山隊作って登った。今

度はシェルパの女の人達だけで登るよ。この写

真の人達。この人が私の友達。」

日常にいくらそこに見えいても、何日ものキ

ヤンプには費用がかかる。まして働かないとい

う贅沢も許されない。シェルパの彼らには「外

国の登山隊に雇われ、あのエヴェレス トに登る

」・・それが最高の夢なのだ。気配りは細かい

けれど、余計な事までは話さないアンヌルが、

附かれたように話し′続けるのを聞いてそれがわ

かった。

ちなみに、エヴェレス トの登山料は 7万 ドル

。税収の為の国民の把握などまず不可能であろ

う政府には、ダン トツの歳入である。いかに辺

部であろうと、カ トマンズが都会であろうと、

クンプには世界が憧れるエヴェレス トゃ、神々

の崇高な峰がある。そこへは自分達シェルパの

【エ ヴェレス ト登頂の シェルバ と

シェルバニ達の写真。彼 らには

近所の ヒーロー、 ヒロィン達。】

みが案内できるのだ。ポーター達を指図し、客

の体調・力量を見極め、チーム全体を采配して

いく。極限状態にあっても客をたて、客の夢ヘ

の努力を惜 しまないのがシェルバであり、それ

が誇 りだ。ネパールヒマラヤはそんなシェルバ

とセットになって、歴史を作ってきたのだ。

「人集めて、ビッヶルやアイゼンも皆そこへ

集めて神様にお祈りする。『無事に登らせて下

さい』って。それもサーダーの仕事」と語る彼

は、夢あら、れる青年だった。彼 自身は6000m級

までしか案内したことがないという。ガィ ドの

口を待つしかない一方で、一番シェルパの血が

騒ぐのもやはり「ガイ ド」なのだった。

星野道夫の「アラスカ 風のような物語」に

は、教養をつけたばかりに、イヌイット古来の

生き方もできず、さりとてアメリカ人にもなれ

ず、自殺していく青年達の事が書かれている。

だから、アンヌル達の知性と、環境がわかって

きた時、その知性が裏目に出るのではないかと

やりきれなさを覚えてしまった。

でも、シェルパの血は、ヒマラヤに燃えるみ

たいだ。そして、この国が穏やかに過ごしてい

るのは、そんなら、うに、あまりに神々しい峰々

が聾えているからに違いない。

午前の逆光から抜けだしたタムセルクはヒマ

ラヤ襲もくっきりと盤え立つ。3000m分の岩壁

の高度感は「すごい」のみ。

そこを不粋に横切るのはホテルエヴェレス ト

ヴューの飛行機か ?まだその手がある。 しかし

G氏 によれば、一気にそれだけ高度をあげると

、 2、 3日 はフラフラで動けないから、登って

馴らした方が結局体の為との事。ただ、帰路は

心配がないから、単独行の時の彼は、ホテルに

頼み、復路の空きがある時に、帰っているとい

つ。

キ ラ ッと目を光 らせたの は Yさ ん。 「私、 ヒ

ー34-マ
ラヤ に惚れ ち ゃった。今度 は孫 を連れ て くる
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【真近に嘘のように高峰が資え立つ。タムセルク6623m。 】

。私だつていつか死んじゃうんだから、『おば

あちゃんと一緒にエヴェレス ト見たなあ』って

思い出を残しときたいの」ちょつと年上のUさ

んは「何言つてるの。孫は私物じゃないんだよ

。何かあったらどうお詫びすんのよ」。そこへ

アンヌルが、不調を訴えられない幼児が、到着

後死んでしまった事例を話す。微笑んでくれる

自然ばかりではない。

登りつめた所がシャンポチェ飛行場。ここは

ホテル専用の飛行場で、上のホテルまではさら

にポニーが運んでくれる。その端にあるロッジ

で昼食。

我孫子からだという日本人が先客ていた。 3

週間の休暇で、ガイ ドに丸々のお任せで、行け

る所までの旅だという。今日は高度馴化で、ナ

ムチェヘ戻るそうだ。その彼が「おれさあ、ひ

どい話聞いたんだよ !Jと 語るには、ゴーキ∃

へ行つた日本人学生がガイ ドにおいてきばりに

され、手持ちの食料もない状態で凍死寸前に通

りがかりに救われたという。要するに、彼はガ

イ ドに丸々お任せだが、きちんとしたルー トで

まともなガイ ドを紹介してもらうの肝心要の所

は押さえたという主張らしかった。信憑性はと

もかく、M氏、G氏、G氏のルー トがあるツア

ーで来ている事が、今回の旅の楽しさになって

いるいるのは確かだ。

食事中に湧きに湧いてきた雲はタムセルクど

ころか、頭上を厚く覆い始めている。早い時間

に行動すべきなのはヒマラヤも一緒だ。   _35-

その飛行場から、北西へ小高い丘を越えると

クンデ村。シェルパの聖山クーンピラの麓の平

坦地に、クンデ村、クムジュン村は位置してい

る。前者にはクンデホスピタル、後者には小学

校から高校までの学校がある。共にヒラリー卿

の寄付で建設された。だから、シェルパのロッ

ジにはダライラマの次には、ヒラリー卿とテン

ジンの登頂写真が懸かつているのが当たり前。

彼はシェルバ達の生き神様だ。そこでG氏も伝

家の宝刀の如く、ヒラリー卿のサインを大事に

している。「これが目に入らぬかあ」がやれる

かは、今後のお楽しみだ。

まずアンヌルの家を訪ね、休憩する。このあ

たりでは豪邸だ。大黒柱ともいうべき、中央の

太い柱に、銀製の茶器セット。廻 りの戸棚には

少しずつ貯めたであろうカラフルな寝具類。職

人に頼んで造るという、浮彫 りのある角テープ

ル。

末子の男子相続のシェルバだから、上に二人

の姉がいるアンヌルがここの跡取りで、 3月 に

は最後の三度 目の結婚セレモニーが行なわれる

。これをやらないうちは正式ではなく、やらな

いままのカップルもあるし、その意味では離婚

は容易というか、特別視される程の事ではない

。男はガイ ドや、出稼ぎで長期の不在だし、女

は家やロッジ、ジヤガイモ畠を守つているが、

足入れ婚というように女は実家にいる訳だ。だ

から、財産の、生活の、とあわてる必要がない

。正式な結婚ができるのは裕福の証でもある。

11竜
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彼の場合、妻が隣村の為、さらに大かか りに

なるらしい。妻の親族を招 く。次に自分の親族

を招 く。ついで、妻の村の人達、 自分の村の人

達、妻の上の代の親戚、 自分の上の代の親戚 と

、 1週間以上のお披露 目が続 くらしい。仏間に

もその為の酒類が貯え られていた。

強い絆 といえばいいのか、ゆす り、たか りの

セ レモニーといえばいいのか 。・ 。そんな事の

為にバラバラに暮 らして稼ぎ、貯め、飲み食い

に散財なんて虚 しい。 さらには、祭の当番 とい

うの もあって、それ も大散財との事。 G氏の話

では、当番による心労死 もあるらしい。 こんな

厳 しい自然の中では 「共同体を守る」が生きる

知恵なのであろう。それが支え合い、助け合い

な らいざしらず、たか り合いにシフ トしている

らしきは愚かだ。彼の結婚 も、村人の難癖で遅

れ、二番 目の娘 も生まれた今、ようや く三度 目

のセ レモニ ーとな った との事だ。

シェルパの娘と日本人の結婚は、よ くあるよ

うだ。因習に縛 られる事な く、富を実家にもた

らして くれる。同 じ顔立ちの人種の、平和で豊

かな国 日本。異国へと離れ る寂 しさを越えて、

女の成功は 「日本人との結婚Jで あるようだ。

「成功者Jと 呼ばれる層ができ、建前と本音

が車しみ合 つている。シェルバの社会はこれか ら

ガタガタと変わっていく事だろう。

私達の泊まるロッジはクンデホス ピタルのま

ん前 にあった。な にしろ標高3790m。 陽が陰 っ

てか らというもの寒 くておれないて

ところがロッジの女主人は、ス トープのつけ

方を知 らないかの如 く、何 もしない。多少はあ

たる真似 とかのデモンス トレーシ ョンを してみ

たが、おざな りにス トープを触るだけでひっこ

んで しまう。おまけに トイ レというのがとんで

もな く遠 い。一番寒い所へ来て、向こうの畠の

端なんて、まさに頭痛の種・・・どころか本当

に頭痛が してきた。

これまで気配 り満点たったアンヌル達 も、私

達が寒がっているのがわかる筈なのに動かない

。よ うするに彼 らの村だか らだ。薪や糞は貴重

品。たけどタタで泊まっている訳ではない。私

達 もG氏や、ア ンヌル達の立場を思 って (や っ

て られないね)の 目配せを しながら我慢 してい

た。肩がす くんだままこわばって しまった くら

いだ。

G氏の方はクンデの丘を越えたた途端、水を

得た魚の如 くいきいきとな りそれ こそ暖房 もな

い収蔵庫 と、ロッジを行 つた り来た り。力 トマ

ンズの会社ではパ ソコン番をや ってるアンツェ

リンとも、メールの回線 を変えてみた ら ?や 、

あれ これをや っている。暇な私達が 「寒 いJを

ますます言えない雰囲気だ。

「一寝入 りして くるJと 休んでいた Uさ んが

、表情がぼやけてむ くんできたみたいだ。 こっ

ちもうつむ くと、動悸を打つが ごときガ ンガン

に、 目の奥まで同調する。風邪か ?い よいよ高

山病か ?

夕食時にな りようや くス トープに火が入る。

ジャカイモ料理が並んだが、全 く手が出ない。

この時食欲があ ったのは G氏 と K氏とYさ ん。

あとはお湯だけを飲んでいた。外はまた雪が舞

つている。

夜中、フラフラ、かつ腹 も立った私達は トイ

レまで行かなか った。 「や っちゃえ !」

*2月 28日 (月 )

寒 さと不調て眠れなかつた らしい隣か ら、早

々に話 し声が聞こえて くる。 ∪さんの顔のむ く

みかひとくな った.私達 も腕時計がきつい、指

が握れない 。・ とむ くみが出て いる。今 日は周

囲の散策たか ら、∪さんは出掛けないで待 って

いるという。

す く
゛
後ろが病院だから、一度見て もらおうと

なった。先客 に怪我人がお り、呼び出 して もら

【集落口にはチョルテンが立つ。石垣に

囲まれているのはジャガイモ畑。聖山

クーンピラの麓のため水が得られる。】

町一一一一一・一一一・・一一一
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つての診察をうける。結果は、指先で測る血中

酸素濃度が、同行した Yさ んの半分。直線の上

をまっすく
゛
歩けない状態で、即刻の下山となっ

た。ナムチェから頭痛がしたというと、それよ

り下まで下がれという指示だった。ポランティ

ア経営のここは、診察は無料。薬のみ有料のシ

ステムだ。

結局、エヴェレス トヴューのポニーを回して

もらい、馬方、アンツェリン、ポーターの 3名

がついてモンジョまで下山と決まる。ポニーが

くるのも遅かったし、乗った事もないポニーで

下りられるかも心配だったが、さりとて代案は

ない。

後で無事合流してからの話では、ナムチェを

通過したあた りでグッと体は楽になり、乗馬の

方もローレンローレンのメロディーがうかぶ程

に快適だったという。「話の種が増えたね」と

喜べてよかった。この費用は5000ル ピー、 1万
円だつた。ポニーに乗つて来る手もある・・ Y
さんは、孫との夢をまた蒸し返しているようだ

った。

そうやって、∪さん達―行が石垣のかなたに

消えてから、G氏はさらにメール開設に励み、

私達の方は散策に出る事になる。まず、G氏 と

仮設事務所まで同行する。暇なロッジの 1室 を

借りているという事になるが、その部屋に専用

の電話回線が引かれ、ミュージアムの収蔵品の

一部が置かれている。あとの品は持ち主の所に

置いたまま、「登録」で収集しているという。

1点 1点 にラベルが貼られ、何軒かの家を見て

きた私達も、まあ生活道具の収集とはこんなも

のかなと思う。これらをこなしているのは小学

校のパッサン先生だ。

G氏 によれば、シェルバにはボランティアと

いう概念がなく、彼は極めて珍 しく、貴重な存

在だという。私はむしろ、「ポランティアJの
贅沢さに気付いた。まず、給料がもらえるよう

な人でなければ、そんな時間の使い方はできな

【クンデホスピタル。

石垣平屋造り。近辺

唯一の貴重な医療施設】

【右より、ナムチェで借りた

羽毛服に身を包む K氏と、

クンプ協会代表の G氏。

装備・衣類は、カ トマンズ、

ルクラ、ナムチェなどで、

購入 。レンタルが可能。】

いのだ。志以前に高い障壁がある。 G氏の夢と

、シェルパの現実と、どこまでオーバーラップ

できるのだろう。

ミュージアム建設予定地は、クムジュン村か

らの要請で、クムジュン寄りの両村の間、つま

りは、どちらからも離れた場所になった。つま

りは、ポツンと離れた 1軒家だ。それで常駐で

きるのか ?電気、水道、薪のライフラインは ?

折り合える給与の額は ?はてなマークが点滅す

る。

クムジュンから、三々五々子供達が帰ってく

る。ここではお昼は家で食べ、また午後の授業

を受けに行くのだという。となれば、ここの距

離感は違うのかも?や はり多くがスポーツプラ

ンドの防寒具だ。

平屋の石垣の校舎に着く。写真で見た大型の

チ ョルテンはここのグラウンドに建っている。

校長室に招かれる。寄付のつもりはあったが、

当然のように寄付台帳が最初から出てくると、

ちょっとつかえるものがある。帰国して、復習

にガイ ド本を読んでいたら、カース トの残る国

では、「富める者が、貧しい者に施しを与える

のは当然」という考え方があり、乞食も堂々と

物乞いをするとあった。ともあれ、台帳に記名

してお金を渡したら、それておしまいで、鳩が

豆鉄砲のような顔で出てきた。

まあいいわで、教室をのぞいてみる。入り口

横に黒板があり、壁沿いにグルッと長椅子が置

かれているだけの空間だ。学研の先生でものを

いえば、日本は飾 りたてた施設を持つてはいる

が、子供は不登校をするし、家の手伝いもしな

い。それでいて 「生きる力Jを スローガンにし

ている。環境の貧しさと教育効果は、むしろ逆

相関かもしれない。

そこから、イエティの頭皮があるというゴン

バヘ廻る。ここも当然寄進である。たた、私達

は寄進の後、疑わしい代物を見せてもらったが

、ガイ ドを連れていなかった自人クループは、

-37-身振 りで判明した寄進だけして、そのまま帰っ
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てしまった。

また雪が舞いだす。服に附いたそれは見事に

大型の六華だった。見惚れた後にはプルプル、

ガタガタ・・ 。さあ帰ろう。

ロッジに日本人夫婦がいた。というより「日

本語お上手ですね」といったら、「日本人です

」と言われた。彼らは、夏は北アの山小屋でバ

イ ト、冬はネパールヘ来て登山というライフス

タイルを繰 り返しているという。6000mに一座

登り、二つ目の6000mの前の体養中だそうだ。

「すごい」と感心したら、「シェルバがみんな

やってくれるから。ロープ伝っていくだけのあ

んなの、登山ですかねえ」という。それでも、

登山許可はシェルバともきちんと契約にしない

と、おりてこないのだそうだ。

夕食は注文せず。持参したおかゆと力ロリー

メイ トですませる。「Uさ んが元気にモンジョ

着」の電話が入る。よかった。

シェルパの男達がロッジに集まり始める。G

氏は、交流会のつもりで声をかけたらしいが、

彼らの方はミュージアムの協議のつもりで出て

きたしい。そうであろう。いつ建つのか、運営

資金はどうなっているのか、誰が現地責任者を

やるのか ?どんな準備機構をもつのか ?わから

ない事だらけだ。

G氏の方は、建物やお金だけをばんと出し、

後は知らないというこれまでのようなやり方で

はなく、現地の盛り上がりこそを待つているの

だという。建物が先ではなく、盛 り上がりの結

果が建物である事が夢なのだ。

それは理解できる。だが彼らの側に立てば、

建物が建たなければ、現実の話と受けとめられ

ないであろう。異国の気紛れ人がいつポッと来

なくなって、話が立ち消えになるか。まず、建

物が建つ事が順序であろう。メールを開設して

も、建築計画がぼやけたままでは、何を情報交

換する事になるのか ?たかがOB会でも、何重

【学校 も平屋造 り。昼食か ら

戻 つてきた子供達が、わず

かな昼休み時間を楽 しむ。

乾期の冬は降って も乾 いた

雪のため、子供達は防寒具

にスニーカーのスタイル.】
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もの手を打 って、やっと何分の一かが実現 とい

つた所だ。盛 り上がる前に醒めて しまう、 うや

むやにな って しまう事の方が断然多い。

彼 らの言葉はわか らない し、交流よ り、協議

が優先だ。先に寝 る。協議の最後は酒宴 にな っ

たようだ。

*2月 29日 (火 )

一面の雪。とうとうクンデでは山を見ずじま

いだつた。一昨日の景色を、もう少しアップし

た程度と慰められる。

帰りはハクパの家に寄る。日本へ行くと家が

建つ 。・のとおりに増築中だ。彼の姉は日本人

と結婚して魚津にいる。その為の結婚書類はG
氏が運んだのだそうだ。母親がこの完成間近の

家の写真を撮って、娘の所へ送ってほしいとし

きりに頼んでいる。こんなに日本とつながって

いるなんて知らなかった。クンプに限らず、カ

トマンズにも、日本語学校があり、日本と関わ

る事は、成功へのステップと見徹されているよ

うだ。

村を見下ろす丘に結わえられたカタの列が、

バ リバ リに凍つている。ハクパ君の所で掛けて

もらったばかりのカタを、そこへ結びつけた。

また、ここへ来るよ !そ う、これが最初で、き

っと最後だと思った景色はいくらもある。なの

に、「〇年ぶりだ」と、村を見下ろす自分が容

易に想像できた。日本からネパールはあまりに

違いのに、逆のここからは裾広がりに世界につ

ながっていそうな気がする。貧 しくてもここは

やはり世界の屋根だ。

ところで、高山病で登りになると遅れ気味に

なった私は、重いカメラザックをアンヌルに持

ってもらった。空身なんて、おそらくワングル

1年生以来の事だ。その後は、後輩の面倒をみ

たり、子供に気をつかったり、メンバーの体調

に心砕いたり、こんなお任せなんて身分になっ
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た事がない。楽だあ。こうやって少しずつお任

せに戻つていくんだろうか。

景色はろくに見えない上に、寒くて寒くて、

ただただ早く下りたいの一心で歩く。バザール

の日でもない今日は、ナムチェの多くのロッジ

も開じられたままで開散としている。そのうち

のアメリカ帰 りというインテ リ主人と、G氏は

情報交換をしている。ここらの電話回線は、12

本。すべてシャンボチェヘ集めての衛星中継に

なり、その為か彼のメールもなかなかつながら

ないという事らしい。

実は、クンプからの初メールの、次の次くら

いには、奥名会長へのメールを予定していた。

OBスキー合宿の皆様にもそう通知 してはいた

が、「電話回線があれば、次はメール」の図式

にはならず、空振りに終わつてしまっていた。

もっとも、「サムイ。アタマイタイ。 トイレ、

トオイJと 、磯でもないのが届いたような気も

しないではない。

吊り橋まで一気に高度を下げていく。女性の

方がすねているカップルもいて、やはり辛い難

所だ。ヒマラヤはガイ ド、ポーターがセットの

ものと思い込んでいたが、欧米系には現地人を

雇わず、長い足で颯爽と上がつて行くグループ

も多いようだ。道は迷うはずがなく、集落が点

在し、英語も通じる。Uさ んの件では、やはり

ツテが必要とは思ったものの、「標高の高い東

海道」といつた解釈ができなくもない。アルプ

スゃロッキーを眺めながら高地を歩く・・・島

国日本にはないジャンルが トレッキングであつ

て、彼らの方が場慣れしているようだ。とはい

え、あんな トイレや、油が鼻をつくようなメニ

ューに彼らは我慢できるのだろうか。「見たい

、知 りたい」と「我慢」を天秤にかけたら、食

べられなくなった時点で、限界だつた。自とグ

レイの世界に同調して、全く気落ちしてしまっ

た。

パグディンの宿で、すつきり顔のUさ んに合

流する。この宿はス トープが暖か<燃えている

上に、 2階には水洗 トイレまであつて感激した

。それに、夕食をやっと食べたいという気にな

り、しかもそのラーメンをおいしいと感 じた。

「我慢できない」や「気落ち」がすうっと抜け

て、ああ、じゃあやつぱり高山病だつたんだと

納得する。もっと時間をかけて馴らして行けば

、ゴーキョやカラパタールも夢ではないかもし

れない。

ここまで来ると、電気がついて当たり前だ。

ヒマラヤに憧れていながら、ホッとしてしまう

。旅は出るのが楽しい。そして、戻るのも嬉し

い 。

*3月 1日 (水 )

今日でお別れと思い、ポーター3人 と写真を

撮る。どこで寝たの ?と 聞くと下手の物置のよ

うな所を指差 した。ガイ ドのアンヌル達は部屋

で寝たり、キッチンの端で寝たりもしていたよ

うだし、食事はキッチンで、客の分の料理を運

び終わったら取っていた。ポーターの方は朝に

なったらどことなく現れ、昼間はいないし、宿

に荷物をおいたら消えてしまう。つまり、ガイ

ドは「人を雇う」事だが、ポーターは「荷物の

移動作業のみを買う」イメージだ。

今日は登りでルクラに上がる。標高が下がつ

た点では体は楽になったものの、蓄積疲労の方

がたまってきている。歩かなきゃ帰れないんだ

から、歩きましょうで、ロッジを出た。

そんなのたり歩きでも、お昼になり、サンル

ームをもつロッジで足を止める。用心が先立っ

ていたメニュー選びも、ここでしか食べられな

い物を食べておかなくては・・・になった。首

を傾げてキッチンに消えたアンツェリンが「で

きるって」の返事。それから・・・遅いのに慣

れてきた私達でも、どうかと思うほどに、出て

こない。そこはキッチンを通らないと トイレに

行けないから、替わりばんこの情報が入ってく

る事になるが、何しろ、ロッジの主人が一人だ

けで、二人の私達のガイ ドがせっせとパィ皮作

りから始めていたのだった。「できる」という

のは、「用意してある」ではなく、「粉から作

り始める」という意味だったのだ。今さら取 り

消しもできず、体が冷えに冷えるまで待った。

ようやくの焦げ目のついたアップルバイは、

だから感慨物だった。「すごいね。バイだって

作れるんだね」と言うと、ニコッと「力 トマン

ズでは、何でも作るよ」の返事。彼らの方は、

これからが自分達の分の食事作りだ。とても待

つてはいられなくて、先に歩かせてもらった。

ネパール修業が足りないと、反省した一コマだ

った。

そんなら、うに私達の方が食欲旺盛になってき

たのに反し、日君の方は食べられなくなってい

た。都会っ子の彼には、連日徒歩の毎日が、初

体験といった所で、若さでのカバーも限界に来

ていたのだろう。

帰りはもっと暖かいだろうと話していた道が

、自とグレーの世界になっている。G氏 は「三

月に、こんなに悪天が続くのは珍しいJと慰め

のように言う。珍しい花ならともかく、こんな

珍しいは願い下げだ。のどかな田園風景も、陰

気な寒村にしか見えない。やはり、住むのはた

いへんな事だ。-39-



やや先行気味に歩いていた Yさ んは、 G氏 に

カマを掛け、シェルバか ら、嫁 さんを勧め られ

ているのを聞き出 していた。そ うであろう。 し

か し、クンフに住めば、彼はシェルバ にもなれ

ず、 日本人の経済的基盤 も失 う。では 日本で と

なると、農家で もない彼 にはシェルバニがベス

トチ ョイスになる必要がない。

ボランテ ィアの枠を少 しで もはみ出ると、本

音か ら、現実か らが押 し寄せる。知れば知る程

垣根 もよ り見えるようになる。難 しいものだ。

ついにチ ョルテ ンの前 に着いた。最初 に物珍

しく眺めた町並を、 「着いた、着いた」で通る

のはフィルムが軽快に巻き取 られていく感 じた

。そ して、ついに最初にミルクテ ィーを飲んだ

ロッジに着 く。や った一 !こ こが、クンプ最後

の宿だ。

ポーター君達 とはここでお別れた。彼 らはル

クラの下の部落が家だ という。私達は余 つたお

菓子を全部彼 らに持たせた。 「あ りがとうね J

ところが・・ 。ところが と言 っていいのか、結

局そ こであと 2晩滞在する羽 目にな った私達は

、所在なげにポケ ッ トに手を突っ込み、飛行場

にたむろする彼 らを、ず っと見る事 になる。稼

ぎを手に、走 って家へ帰ると思い込んだ私達が

数段甘かった。私達の乗る飛行機がこなか った

という事は、彼 らにも客はず っとこなか った。

飛行機が峠を越えた合図があってか らでも間に

合 うであろうに、その間遊ぶで もな く、談笑す

るで もな く、時折石をもて遊び、いよいよ欠航

と決まると消えて しまう。 もっと夢を見、勝手

を言 つて もいい15か ら18才の少年達が、 「ただ

ただ待つ」の運命の中にいた。胸が痛んだ。

下山は嬉 しいが、それは別れの 日が迫 ってい

る事でもあった。私達は、それまで食事 に同席

する事のなか ったアンヌル達 と、豪華な晩餐を

共にする事 にした。ロース トチキン、スプ リン

グロール、モモ、ミックス ピザ、チキンカ レー

を 3皿ずつ取 り、山分け し、解禁の ビール もつ

ぎ合 つた。 「かんぱ―い」。

儀礼ではな く、また来る事があるであろう。

そ うでな くて もG氏を通 じて彼 らの情報は入る

。 Yさ ん達ばか りではな く、私 も「生きる」を

考えさせ られた。 ミレニアムに相応 しい旅だっ

た。

*3月 2日 (木 )

飛行機に乗 り込み、ジ・エンド・・にはなら

ない。さらにネパールを知る後半戦が待ってい

たのだ。

明ければ、春霞だ。悪天にも耐性がついてし

まった。予備日があるんだもの。木曜開催のル

クラのバザールを楽しんでいこう。

【これは野牛の肉。貯蔵用 にはチベ ッ トか らの

乾燥腿肉があ り、壁 に掛けられている。】

下の広場 に人の群れ。 「やってるよ !」 。香

辛料、豆、肉、卵、穀類、衣類、金物などが広

げられ、賑やかな駆け引きが始まっている。 こ

こはさすがに「エ ン」をいう者はいないが、 ド

ル換算の為の電卓は必携である。そ していろん

な民族がいるの も分かる。中で もチベッ ト系は

眼光鋭 く、鼻輪などの装飾が不気味で、ちょっ

とお じけづ く。原形をとどめているような大肉

塊 も圧倒的だが、 「物を食つて生きるJが素直

に入 って くる光景て もある。 Yさ んなんかは言

葉 もわか らないの に、 「まけろ」をやってるお

ばさんの横 にしゃがんで 「まけてあげてよ」 と

加勢 している。 この場はアンツェ リン達 に任せ

る しかない。それ にしても「これは高いJ「絨

毯はここの方がナムチ ェよ り安 い」 「あっちが

本物」 「これはす く
゛
破れるよ。 トレッキングの

間だけ使 うんな らいいけどJと 、よく物を知 っ

ている。 K氏 と○さんは 「 2枚でJでチベ ッ ト

絨毯を値切 り、 Yさ ん、∪さんは丁シャツを買

つた。駆 け引きが昂 じて、ロッジに戻 った途端

、 「こんなの着た くない。誰が着て くれるか し

ら」 にな った人 もいたが、黙って寵 に入れるの

とは違 う、張 りのある買物だ。

ガスはますます濃 くな り、そのまま午後 にな

って しまった。諦めて、ルクラ唯―の映画館 に

入る。 25ル ピー。ようや くカラーとわかる程度

の白々画面は、イン ド映画のはちゃめちゃ・・

例の活劇あ り、唐突にヒーローヒロイ ンを先頭

の群舞あ りのタイプだ。それが突然切れて、途

中か ら映 し直 し。また も切れて、本 日お しまい

で追 い出された。店をぶ らぶ ら覗き、帰 って ト

ランプで時間潰 し。粗末な雑誌を手に取 り、ネ

バ ールではどんな品物を宣伝 してるのか、 どん

な顔がスターなのかを研究。先月のハイジャッ

ク犯人が表紙 にな っていた。
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やっと夜になる。何度打ち上げをやってもよ

いではないか !た だ、G氏は「アンヌル達は向

こうで食べた方が」とチラと言つた。なごり惜

しい∪さん達は 「一緒に食べよう」と言い、そ

うした。恐らく彼らは、客とシェルバのけじめ

への周囲の目を気にしていた事だろう。好みも

食べたい量も違っていたに違いない。それでも

「客」を立てて、客のヒューマニズムにつきあ

っていた。

いろんな場面で、本当はどうしたら?が あつ

た。彼らが本来の青年らしく見える時もあれば

、ある種こわば つていた時もあった。それはむ

しろ同族の目があつた時のように思う。客、ガ

イ ドである自分達、周囲の同族の位置関係に、

場面毎の気配 りをしていた。そうでなければ、

シェルバ社会では生きていけない。

昨日で終わりだつた筈の羽毛シュラフに潜り

込む。まあ、予備日だつたんだから・・・。

*3月 3日 (金 )

窓から、対岸の峻峰が見える。いよいよクン

ブとお別れだ。この天気を待っていた人達が暁

の散策に出ている。クワンデのモルゲンローテ

。来る時より白くなっているのはあの寒さのせ

いだ。存分に目に焼き付けておかなくては。

アンヌルから搭乗券を受け取る。グルカのセ

カンドフライ トだ。飛行場も人が行き交い、活

気にあら、れている。みなが南の空を見上げてい

る。昨日だけでなく、その前日も飛んでいない

のだ。

待望のサイレンが鳴る。ラムジュラ・ラの峠

を越した機影があると、このサイレンが鳴る。

それから10分たらずでかすかな爆音が聞こえ、

蚊のような機影が現れるのだ。日のいいアンツ

ェリン達は見付けるのも早ければ、会社名の判

別も早い。イエティ、シヤングリラ、そしてグ

ルカ。エンジンを止めるのも惜しいように、飛

び立って行く。

「俺達の飛行機は速い」。速いとは、26分で

飛んでこれるという意味だ。ヒラリー隊のキッ

チンボーイをやつていたというロツジの主人と

も、いかにもやり手そうな女主人とも、いよい

よお別れだ。

いそいそと日溜まりのテラスを出立する。小

さな飛行場のチェックは「ライターフモッテイ

ルカ」を聞かれたぐらい。搭乗便が決まってい

るからには悠然でもよさそうなものを、 l Cmで

も前への心境で並ぶ。

飽きる程、南の空を眺めた。カ トマンズに霧

が発生しているそうだ。クワンデがまぶ しい。

でも、徐々に昼の雲に隠れだしている。早く来

てよ !

ようやくのサイレンが鳴る。どこのだ ?固唾

をのんで見守る中、白にグリーンラインが掛け

上がってくる。 「イエティ !」 歓声が上がる。

そして、飛行場は再び人声だけにもどった。

管制塔からは何の情報も出てこない。アンヌル

が力 トマンズの社長に連絡をとる。それでカ ト

マンズの情勢がわかる・ 。そんな個人ルー トに

各自が頼るのみだ。だから、「カ トマンズ空港

は閉鎖された」の情報は、ほかのガイ ドの報告

から漏れ聞こえてきた。客達が帰り始める。ま

だまだ日は高い。もうやめたなんて、怠けた国

だ。

すこすごロッジヘ戻る。カ トマンズの日本料

理店へが、またクンプ食だ。明日の夜には帰国

便に乗らなければならない。G氏達は最悪の事

態に備えての対策を講じ始めた。

「なんて国や !」 こちらもつい悪態が出る。

個人が連絡をとれるくらいなら、管制塔も「何

社の飛行機が出た」とか、いくらでも情報をだ

せるであろう。それなのに何もしないし、誰も

そうすべきと言いださないのか ?善処の末の欠

航ではなく、この程度のいい加減さで「やあめ

た」をやっている気がしてならない。

客の苛立ちにアンヌル達は、カ トマンズから

の電話を待ちながら、黙って視線をずらしてい

る。天候の悪い時、彼らは四日かけてジリヘ下

る事もあるというし′、飛ばないのはそれなりの

日常茶飯事なのであろう。客をなぐさめる程器

用ではない彼らは、こんな時は黙っている。

なぜかサイレンが鳴った。 しかし何も飛んで

はこなかった。

律儀に、私達を見送ろうとしていたハクパが

、いよいよ出立するという。途中にも何度か「

遠いんだから、もう帰ってJを言ったが、 「大

丈夫」と、にこにこしていた。「帰ったら何を

するの」と聞いたら、「学校へ行きますJの返

事。そう、彼は高校生だった。

ホテルのバスで一汗流して・・ 。もパーにな

つた。「ホットシャワー浴びよう !」 一人 200

ルピー。もう回数も少なくなってきていた H君

が トップ。「いやあ、気持ちよかったスョ」と

気が晴れたという顔。次私。階段を下りれば、

寒々の 1坪 ばかりの土間。細々水量を一旦止め

、リンスをやっとこ流して出る。ぬるいか ?程

度ではそれ以上いられない。次の Yさ んは「水

しかでなかった」で、次のOさ んは服を脱がず

足だけ洗つてきたという。根性のUさ んは「ち

ゃんと払ったのよ !」 と交渉 してお湯を沸かし

てもらい、それで拭いてきたという。体が温ま

ってくると、これも笑える話ではあった。
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さっきのサイ レンは、業を煮や した客達のチ

ヤーター機の ものだった らしい。峠までは来た

がそ こか ら引き返 したそ うだ。 こんな場合は、

まともに 1フ ライ ト分を支払わねばならず、あ

せりが丸損の結果となるそうだ。ルクラから下

りられない私達もあせっているが、力 トマンズ

に待機する人達も、到達目標がじりじりと下が

る苛立ちに いても立ってもいられない気持ち

であろう。

そうか、チャーターという手があるのか。そ

ういえば寒風に立つ飛行場に、アメリカ人夫婦

の為だけに飛んできたヘリがあった。あの時は

とんでもない贅沢と思つたが、明日になったら

、あえて贅沢の手も考えなければならない。

G氏から、「大本営発表」。明日のグルカは

フアース トフライ トを押さえた。それが飛ばな

い場合、ヘリをチャーターする。費用は、飛行

機のキャンセル料、ホテルとロッジの差額、片

道も希望客を捕まえる事で、そう高くはならな

いという。ヘリの居場所もあたってくれている

らしい。もう市内観光だってどうでもいい。帰

れさえすれば。

開き直つたというか、一安心したという所か

トランプで暇潰しをする。アンヌル達もホッと

したようにゲームに加わる。たかが トランプだ

が、彼らは頭がいい。ルールをスッと覚えるば

かりか、すく
゛
カマ掛け側に回る。日本に生まれ

ていればさぞやの可能性を手にしたであろう。

歌つたり踊つたりの類の客相手のできない彼

は、話す事がガイ ドの仕事になると分かったら

しい。富山での思い出、シェルパの風習、自分

の家族の事・・・。先の多くの情報は主にこの

時間いたものだ。立山ケープルの除雪を日本人

グループと競争してやった事、会社の トラック

を無断借用してスキーに行った事、「ネパール

の研修生」といえばただ乗りさせてもらえた事

、大阪の女性との淡い恋・・・。羽根を伸ばし

た研修時代の思い出は特に笑えた。そんな自由

めただろう。

「俺達の国は貧しいから・・・」何度もその

フレーズが出てきて、こちらもせつなかった。

私達は「国Jが 自分を拘束するもの、生き方を

決めるものと意識 した事がない。それこそ、自

分さえ、発想を変えればここへ来る事だってで

きた。「死」がちらついて 「生き方」を考えさ

せられたものの、その「生き方」にどれほどの

自由が与えられているかも、気付かずにいた。

自分がどれだけの物を手にしているか、井の

中にいてはわからない。旅は贅沢。でも一度き

りの人生。「見たい」「知 りたい」で、果てて

みたい。

ロッジには下山してきた客が増えた。大型外

人のグループはガイ ドを筆頭に陽気なグループ

だ。というより、ガイ ドが陽気にもりたててい

る。ギターも歌も上手だ。ここで初めて、ネパ

ールソングのレッサンフィリリと、チェンバ・

ホを聞いた。

一緒に歌っていたら「ジャパニーズターン」

と言われ、びっくり。「スキヤキ」はまあまあ

ながら後が続かない。そうしたら彼の助け船。

「ジャパニーズソングを知ってるよ」で歌いだ

したのが「レット・イット・ ビー」を「ナンミ

ョウホーレンゲキ ョー、ナムミョウ本一レンゲ

キョオ」で通すもの。笑い転げた。 Yさ んとオ

ース トラリア人のペアや、 K氏 とロッジの女主

人とのダンスやと、盛 り上がる。

アンヌル達にはこんな芸はないから、生真面

目な日本人向き。欧米人には、欧米人向きの陽

気なガイ ドが斡旋されるのであろう。

さらには「私達のガイ ド、ハンサムだと思わ

ない?J「そうよ。他のガイ ドなんて蒙古人そ

のものよ」という具合に、おばさん好みにまで

配慮されていたものかは知らない。

味わい深い時間が流れた。でもやはり、帰り

たい。帰れるのか ?帰れなきゃ困るんだよ !

【女主人 と踊る K氏達。

買物 に、キ ッチ ン乱入に、

ダ ンスにと、異国の旅 と

状況を、前向きに楽 しん

で いた素敵な K氏だ つた。

を味わつたあと、彼らはどんな想いで自国を



*3月 4日 (土 )

今朝 もクワンデが朱色 に染まる。だが もう、

写そ うという気 もおこらない。ヘ リが手配でき

るのだろうか ?い つそ 「 1レ ッスン分の月謝を

払い戻 します」 にして、開き直るか・・・。     できただろうに・・・。

サイレンが鳴つた。待望の視線の中の 1番機

は、赤と紺ラインのロイヤル・ネパールだ。国

営級のそこはフライ ト判断が最も慎重だという

話だ。「あれ来たから、後はどんどん飛んで来

るよ」アンツェリンがニコニコ顔でいう。皆の

こわばっていた顔もホッと、ゆるむ。ついで 2

番機。「今度はきつと、俺達の飛行機」

来ない。どうして ?昨日はこの時間に来てた

でしょ。また力 トマンズヘ電話をいれると、グ

ルカはまずポカラヘ飛んだのだそうだ。たった

1機のグルカは、それからルクラヘ回るという

。「速い」じゃなくて「早い」でなくちゃ困る

のだ。なんで、ポカラヘ先に行くのよ !な んで

1機 しかないところを選ぶのよ !怒 りの方も八

つ当り傾向になってくる。

しかし、わがグルカだけではない。あれから

サイレンがウンともならないのだ。冒険パイロ

ットが多いというイエティもこない。またカ ト

マンズヘ電話。峠の風が強く、全社がカ トマン

ズで待機 しているという。

いよいよ最悪の事態になってきた。 G氏の電

話の トーンも高くなる。彼が悪い訳でもないの

に、私達の視線はきつくなる。どうしてくれん

のよ 1の 行き場がないのだ。空港でずっと待機

しているらしい社長との協議が終わつたらしく

、G氏の本日の大本営発表。 「1時 まで様子を

見て、それからチャーターヘリの手配を・・」

「こんな国、なにもあてにならない。すぐ手配

して下さい」「こんな所、待つてたつて無駄よ

」皆、険悪。

安全第一、お天気次第なのはそれなりに分か

っている。でもこの国の「待つ」とはただぼ一

と待っている事であって、チャンスをねらって

準備万端に待機しているとは、到底考えられな

い。あのポーター君達だつてそうだ。何も運命

を変えようとしない、おかしいとも言わない、

ただただじ一っと待っているだけなのだ。やっ

てられるか !

次々フライ トアウ トを決めていく中で、グル

カは「大切なお客がいるから」と最大限の待機

をしていたそうだが、やはリタイムアップにな

った。その間、社長さんは、ヘリを探 し、 ドル

立てでの片道搭乗者を探 したりと大変だったら

しい。そしてついに、彼の義弟の友人がバイロ

ットというツテで、 5人乗リヘリが飛び立った

の報が入った。ばんざ―い !や っと帰れる。と

同時に、いかに自分達がパニックに陥るだけの
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烏合の衆であったかにも気付いた。 「ごめんな

さい」 G氏 の方はそんな事で傷ついたという

より、真にホッとした表情で座りこんでいた。

一人なら、のんびりお気に入りのクンプの旅が

彼は、まだ会いたい人や、パソコン調整の用

事があり、水曜日までカ トマンズに滞在すると

いう。 K氏 も退職した身だから、バクタプール

やパタンを回つてから帰るという。そんならヽう

にやれたらいいが、もう私達は宿題の丸づけの

山が目に浮かぶ。

サイレンがな り、ガスにおおわれ始めた空に

機影が現れる。何度かヘリを見てきたが、映画

ジュラシックパークの、救出ヘリのラス トシー

ンに重なった。やっとこの状況から脱出できる

。頭の中ては感動のラス トミュージックが、ボ

リュームアップだ。

ここでもハプニングがあり、 5人乗リヘリの

客の分は 4人分と判明した。見るも哀れにH君

が気落ちしてしまう。男性軍はこのヘリの第 2

便だ。さらには一人は明日の便に回らなければ

ならない。歓喜に水をさされた気分だが、迅速

にいかねば、第 2便 も飛べなくなってしまう。

フワッと機上の人になる。早々にがスは切れ

て、例の段々畑が広がり始めた。ヘリはさすが

にゆっくり広がる視界だ。尾根から尾根へは自

動車道路ではない。クンブと同じ、荷担ぎ紐の

ネパール人と牛馬の行く小道なのだ。その背後

には、午後のもやがうっすらかかってはいるが

、不動の巨人達が、まぶしく光っている。その

光景に、出会った人達が、重なっていく。

一路カ トマンズヘ・・・。

完

後日談 1)三男坊は、 トンデる母の留守中、

近所の旦那の姉宅へ食事に行っておりまし

た。手抜き母よりはるかに食卓事情がよか

ったにも関わらず、下痢に食欲不振。やつ

れてしまいました。最後のヤケ食いで体重

回復してしまったその母は、反省しつつも

ちょつびり嬉しかったものです。

後日談 2)年度末の会員の個別懇談など、

帰国後、多忙を極めたのは当然。そんな中

でも「同じ世界遺産やJと 下賀茂神社へお

着物で出掛けた私。早朝予約タクシーのお

じさんに「このあいだヒマラヤヘ行った人

じゃ ?」 と果れられた。金沢は狭過ぎる !


